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日
本
橋
か
ら
八
王
子
を
経
て
下
諏
訪
に
至
る
甲
州
街

道
は
、
江
戸
時
代
に
幕
府
に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
五
街

道
の
ひ
と
つ
だ
。
現
在
で
も
東
京
西
部
地
域
に
お
い
て

東
西
の
物
流
と
人
流
を
支
え
る
主
要
ル
ー
ト
と
な
っ
て

い
る
。
甲
州
街
道
の
交
通
量
は
一
日
あ
た
り
約
五
万
台
。

深
夜
で
も
交
通
が
途
絶
え
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
幹
線

道
路
の
直
下
で
延
長
約
一
㌔
㍍
に
及
ぶ
地
下
ト
ン
ネ
ル
、

「
共
同
溝
」
の
整
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。
場
所
は
京
王
線

の
上
北
沢
駅
〜
八
幡
山
駅
間
、
東
京
都
世
田
谷
区
、
杉

並
区
の
住
宅
エ
リ
ア
の
一
画
だ
。

　

施
工
を
担
う
㈱
鴻
池
組
の
現
場
事
務
所
を
訪
ね
た
。

最
寄
り
の
駅
か
ら
事
務
所
ま
で
閑
静
な
住
宅
街
が
続
く

が
、
一
〇
分
ほ
ど
で
ひ
っ
き
り
な
し
に
車
が
行
き
交
う

甲
州
街
道
に
出
る
。
出
迎
え
て
く
れ
た
荒
川
淳
二
所
長

は
「
一
帯
は
一
戸
建
て
も
多
く
、
家
屋
が
密
集
す
る
エ

リ
ア
。
現
場
は
国
内
有
数
の
幹
線
道
路
と
住
宅
街
に
隣

接
し
て
い
ま
す
」
と
周
辺
の
状
況
を
説
明
し
て
く
れ
た
。

共
同
溝
は
京
王
線
上
北
沢
駅
の
北
側
を
起
点
に
、
環
状

八
号
線
を
越
え
た
地
点
ま
で
を
シ
ー
ル
ド
工
法
で
掘
り

進
め
た
。
取
材
時
に
は
掘
進
は
完
了
し
、
シ
ー
ル
ド
マ

シ
ン
も
撤
収
。
内
径
三
・
六
㍍
の
真
新
し
い
ト
ン
ネ
ル

が
ほ
ぼ
完
成
に
近
い
形
で
地
下
空
間
に
延
び
て
い
た
。

　

共
同
溝
と
は
ガ
ス
、
電
気
、
上
下
水
道
な
ど
の
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
地
下
に
収
容
す
る
た
め
の
施
設
だ
。
主
に

幹
線
道
路
の
下
に
構
築
さ
れ
て
い
る
。
日
常
的
な
点
検

交
通
渋
滞
を
抑
え
、

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
守
る
共
同
溝

ほぼ完成した共同溝。ここに東京西部エリアの約25万軒分の電力と約70万の通信回線を供給するケーブルが敷設される。
セグメントの施工にはミリ単位の精度が求められる。施工箇所を1カ所ごとに計測、確認を繰り返した。セグメントの数は全体で850リングを超えた。

幹
線
道
路
直
下
に

生
命
線
の
網
を

張
り
巡
ら
す
。
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や
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
容
易
に
な
り
、
そ
う
し
た
作
業
に

伴
う
通
行
規
制
な
ど
、
交
通
に
及
ぼ
す
影
響
も
最
小
限

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
災
害
時
に
は
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
守
る
施
設
と
し
て
の
重
要
な
役
割
も
担
っ
て
い
る
。

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
東
京
国
道
事
務
所
は
都

心
部
か
ら
放
射
状
に
広
が
る
二
三
区
内
の
国
道
一
〇
路

線
、
一
六
二
㌔
㍍
の
う
ち
お
よ
そ
七
割
の
地
下
に
共
同

溝
を
敷
設
し
て
お
り
、
今
後
も
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
を
目

指
し
整
備
を
進
め
て
い
く
計
画
だ
。
こ
こ
上
北
沢
共
同

溝
に
は
電
力
と
通
信
の
幹
線
を
収
容
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

工
事
が
始
ま
っ
た
の
は
二
年
前
の
二
月
だ
っ
た
。
初

め
て
現
場
を
目
に
し
た
時
、
荒
川
所
長
は
甲
州
街
道
の

交
通
量
の
多
さ
と
、
現
場
の
狭
さ
に
驚
い
た
と
明
か
す
。

「
工
事
起
点
と
な
る
シ
ー
ル
ド
の
発
進
立
坑
は
甲
州
街

道
の
中
央
分
離
帯
、
約
一
㌔
西
側
の
到
達
立
坑
は
一
〇

×
三
〇
㍍
ほ
ど
の
三
角
形
の
空
き
地
の
よ
う
な
と
こ
ろ
。

本
当
に
こ
ん
な
と
こ
ろ
で
設
備
を
収
容
で
き
る
の
か
と
、

正
直
疑
問
に
感
じ
ま
し
た
」。

世
田
谷
、杉
並
の
住
宅
街
を
貫
く
甲
州
街
道
。

こ
の
幹
線
道
路
の
直
下
で
共
同
溝
整
備
が
進
む
。

日
常
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
ガ
ス
や
電
気
と
い
っ
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
幹
線
、さ
ら
に
電
話
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
の
通
信
回
線
を

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
地
下
ト
ン
ネ
ル
だ
。

地
上
で
の
施
工
ヤ
ー
ド
の
確
保
が
き
わ
め
て
困
難
な
都
市
部
で

コ
ン
パ
ク
ト
な
施
設
が
稼
動
し
た
。

そ
の
足
元
で
は
想
像
以
上
に
巨
大
な
地
下
構
造
物
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。

上
北
沢
共
同
溝
工
事

発  注  者：国土交通省関東地方整備局
施  工  者：株式会社鴻池組
工　　期：平成24年2月〜平成26年10月（予定）
工事内容： 発進・到達立坑、開削共同溝、シールド共同溝（セグメント外径φ4000㎜、

内径φ3600㎜、6分割軸挿入式、線路延長1038m、FFU切削到達　最小曲
線R=200m、最大勾配5.0%）

工事概要

共同溝の整備前後のイメージ。
個別の地下ライフラインを大きなトンネルにまとめて収納する。

共同溝路線図。地上から18mも地下を通る。

共同溝整備前

共同溝整備後

横
方
向
に
展
開
で
き
な
い
現
場
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向
の
空
間
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
に
な
る
。
地
上
部
に

ダ
ン
プ
の
搬
入
ス
ペ
ー
ス
を
つ
く
り
、
そ
の
上
に
櫓
を

組
ん
で
前
後
に
移
動
す
る
ト
ラ
バ
ー
サ
ー
に
乗
せ
た
バ

ッ
ク
ホ
ウ
を
設
置
し
た
。
地
下
か
ら
圧
送
さ
れ
て
く
る

土
砂
を
バ
ッ
ク
ホ
ウ
で
す
く
い
上
げ
、
身
を
屈
め
る
よ

う
に
旋
回
し
て
真
下
で
待
ち
受
け
る
ダ
ン
プ
に
降
ろ
す
。

バ
ッ
ク
ホ
ウ
の
旋
回
径
と
ハ
ウ
ス
の
壁
の
空
隙
は
ほ
ん

の
わ
ず
か
だ
。
裏
込
材
を
つ
く
る
プ
ラ
ン
ト
も
こ
の
ハ

ウ
ス
に
置
い
た
た
め
、
施
設
内
は
人
が
通
れ
る
隙
間
も

な
い
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。

　

セ
グ
メ
ン
ト
ハ
ウ
ス
も
重
層
的
な
構
造
に
な
っ
て
い

る
。
天
井
に
配
置
し
た
ク
レ
ー
ン
で
セ
グ
メ
ン
ト
を
吊

り
上
げ
、
二
階
で
シ
ー
ル
貼
付
後
、
立
坑
内
に
降
ろ
す
。

セ
グ
メ
ン
ト
の
移
動
、
土
砂
の
排
出
に
は
繊
細
な
作
業

が
要
求
さ
れ
た
。「
時
間
と
と
も
に
作
業
員
も
習
熟
し

て
き
て
、
順
調
に
進
捗
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
し
て
も
こ

れ
ほ
ど
狭き

ょ
う

隘あ
い

な
場
所
で
の
シ
ー
ル
ド
施
工
は
国
内
に

は
他
に
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
シ
ー
ル
ド
設
備
を
支
障

な
く
動
か
し
続
け
る
と
い
う
こ
と
が
こ
の
現
場
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
と
言
え
ま
す
」。
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
シ
ー
ル

ド
工
事
に
携
わ
っ
て
き
た
荒
川
所
長
は
大
変
貴
重
な
経

験
に
な
っ
た
と
安
堵
の
表
情
を
見
せ
た
。

　

到
達
立
坑
の
ヤ
ー
ド
も
狭
く
、
道
路
の
分
岐
点
に
あ

た
る
三
角
形
の
い
び
つ
な
敷
地
だ
。
地
上
に
は
ク
ロ
ー

ラ
ー
ク
レ
ー
ン
を
置
く
の
が
精
一
杯
だ
っ
た
。
こ
こ
で

は
施
工
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め
、
地
上
か
ら
一
〇

㍍
ほ
ど
ま
で
矢
板
を
打
っ
て
凸
形
の
立
坑
を
つ
く
っ
た
。

さ
ら
に
そ
の
下
に
ア
ー
バ
ン
リ
ン
グ
と
い
う
分
割
式
の

鋼
製
セ
グ
メ
ン
ト
で
円
筒
形
の
土
留
壁
を
構
築
。
周
辺

地
盤
へ
の
影
響
が
少
な
く
、
狭
隘
な
敷
地
で
も
路
下
施

工
を
可
能
と
す
る
工
法
だ
。
ア
ー
バ
ン
リ
ン
グ
の
一
部

に
は
切
削
到
達
を
容
易
に
す
る
Ｆ
Ｆ
Ｕ
と
い
う
木
材
と

ほ
ぼ
同
様
の
性
質
を
持
つ
部
材
が
施
さ
れ
て
い
る
。
東

側
か
ら
掘
進
し
て
き
た
シ
ー
ル
ド
の
カ
ッ
タ
ー
が
こ
の

Ｆ
Ｆ
Ｕ
部
を
円
形
に
削
り
な
が
ら
到
達
し
た
。

　

上
北
沢
共
同
溝
の
現
場
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
約
二
年

間
で
一
五
回
も
の
見
学
会
が
開
催
さ
れ
た
。
周
辺
住
民

の
関
心
度
も
高
く
、
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
多
く
の
参

加
者
が
足
を
運
ん
で
く
れ
た
と
い
う
。
あ
る
主
婦
の
方

か
ら
は
「
こ
ん
な
す
ご
い
工
事
を
こ
な
す
男
ら
し
い
方

が
旦
那
さ
ん
だ
な
ん
て
、
奥
さ
ん
が
羨
ま
し
い
！
」
と
、

照
れ
く
さ
く
な
る
よ
う
な
言
葉
も
投
げ
か
け
ら
れ
た
と
、

荒
川
所
長
は
目
を
細
め
る
。
そ
れ
で
も
、
や
は
り
工
事

中
は
、
周
辺
の
皆
さ
ん
に
ご
不
便
を
お
か
け
し
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
防
音
ハ
ウ
ス
を
建
て
る
た
め
に
、
古
く
か

ら
あ
る
ケ
ヤ
キ
の
木
を
一
部
切
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

そ
の
と
き
の
近
隣
の
皆
さ
ん
の
残
念
そ
う
な
顔
が
忘
れ

　本当にここでシールドマシン
を動かすのか？というのが現場

備の使用法を導入することで順調な進
捗を達成できました。あきらめずに、
現場のみならず発注者、本社・本店ス
タッフとの協議、検討を重ねてきた成
果です。総力を結集すればできる！と
いうことを、実践を踏まえて体感しま
した。さらに、ここで得た貴重な体験、
技術を施工条件がますます厳しくなる
今後の都市土木に反映させていきたい
と考えています。

の第一印象でした。それほど敷地は狭
く、甲州街道の通行量は圧倒的でした。
入社以来8件のシールド現場を経験し
ていましたが、当現場の特殊性には驚
かされました。発進基地は街道の中央
分離帯、到達側は200㎡ほどの空き地
です。それでも設備の配置に工夫を凝
らし、最新の工法、従来とは異なる設

Q あなたがこの現場で発見したことは何ですか？

A

株式会社鴻池組 東京本店
上北沢共同溝工事事務所長

荒川淳二
Junzi Arakawa

ら
れ
な
い
と
荒
川
所
長
は
振
り
返
る
。「『
申
し
訳
あ
り

ま
せ
ん
』
で
始
ま
っ
て
、『
す
み
ま
せ
ん
で
し
た
』
で
終

る
の
が
都
市
土
木
の
現
場
で
す
。
し
か
し
、
当
現
場
で

は
近
隣
の
皆
さ
ん
が
協
力
的
で
、
励
ま
し
の
言
葉
を
何

度
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
周
辺
の
理
解
に
支
え
ら
れ
な

が
ら
施
工
で
き
た
こ
と
が
何
よ
り
も
嬉
し
い
で
す
ね
」

と
話
す
。
そ
れ
で
も
竣
工
後
、
土
木
の
成
果
は
地
下
に

隠
れ
て
し
ま
う
。「
工
事
が
終
れ
ば
現
場
の
あ
と
は
小

さ
な
マ
ン
ホ
ー
ル
ひ
と
つ
し
か
残
ら
な
い
ん
で
す
け
ど

ね
」
と
笑
っ
た
。

坑口は地上から10mほどが凸形。その下はアーバンリング工法により筒型の土留め壁が
構築された。その部分にシールド機が切削到達。到達立坑だけで複数のNETIS（新技術情
報提供システム）登録技術が駆使されている。

道路が分岐するほんのわずかな敷地に到達立坑があった。見学会の参加者からは、
これほど小さな施設の下で大きな工事が行われているとは知らなかったという感想
が相次いだ。

上／防音ハウス設置状況。手
前側でバックホウが掘削土を
集め、搬出されていた。壁面
には新旧の街道風景を浮世絵
風に表現した。
下／バックホウには壁と接近
すると稼働を規制するセンサ
ー付きの安全装置を装備した。
（提供：㈱鴻池組）

地
域
の
理
解
と
協
力
に
支
え
ら
れ
た
現
場

　

発
進
立
坑
は
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
を
地
下
に
降
ろ
し
、

資
機
材
の
搬
出
入
、
掘
削
土
の
排
土
を
行
う
重
要
な
施

工
拠
点
だ
。
本
来
な
ら
五
〇
×
一
〇
〇
㍍
ほ
ど
の
シ
ー

ル
ド
基
地
が
必
要
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
七
×
七
〇
㍍

の
敷
地
し
か
確
保
で
き
な
い
。
こ
こ
に
高
さ
一
二
㍍
の

防
音
ハ
ウ
ス
を
建
て
た
。
ほ
と
ん
ど
「
壁
」
に
近
い
形

状
だ
。「
ハ
ウ
ス
の
両
側
は
絶
え
る
こ
と
な
く
車
が
走

る
幹
線
道
路
で
す
し
、
二
十
四
時
間
稼
動
す
る
現
場
で

す
。
充
分
な
強
度
を
有
し
て
い
る
と
は
い
え
、
台
風
が

接
近
し
た
と
き
な
ど
は
特
に
配
慮
し
ま
し
た
」。
防
音

ハ
ウ
ス
は
資
材
を
収
容
す
る
セ
グ
メ
ン
ト
ハ
ウ
ス
と
、

土
砂
を
排
出
す
る
土
砂
ピ
ッ
ト
裏
込
ハ
ウ
ス
に
分
割
し

た
。
ハ
ウ
ス
の
幅
が
確
保
で
き
な
い
た
め
自
ず
と
縦
方


